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②造 成 等 の 施 工 に よ る一 時 的 な影 響

ア）土 地 の 改 変 に よ る 個 体 の 消 失

土 地 の 改 変 に よ る個 体 の 消 失 に つ い て は 、 造 成 等 の 施 工 に 伴 う土 地 の 改 変 区 域 と

重 要 な 種 の 確 認 地 点 との 重 ね 合 わ せ に よ り、 土 地 の 改 変 に 伴 う個 体 の 消 失 に よ る 重

要 な 種 の 生 育 状況 の 変 化 を予 測 した。

予 測 手 順 は 図 －6．8．2（1）に示 す とお りで あ り、重 ね 合 わ せ の 結 果 、 改変 区 域 内 で 確

認 され 、 土 地 の 改 変 に よ り個 体 が 消 失 す る こ と が 考 え られ る 重 要 な 種 に つ い て は 、

沖縄 県 内及 び石 垣 島 内にお ける分 布 の状 況 、 改変 区域 内外 の確認 状 況 を基 に、事 業

実施 区 域 周 辺 の個 体 群 が 存 続 で き な い お そ れ の 程 度 を 以 下 の とお り予 測 した 。

まず 、国 外 、国 内、 沖縄 県で の分布 状 況 を既 存文 献 か ら把握 し、次 に石垣 島 にお

け る分布 状 況及 び個 体数 を既 存文 献 、平 成 元年 な どの既 存 調 査結 果 及び 現地 調査 結

果 か ら、石 垣 島 内 の 生 育 状 況 ラ ン ク を 以 下 に示 す A 、 B 、 C の 3 ラ ン ク に 区 分 した 。

基 本 的 に 、 A 及 び B ラ ン ク に 分 類 され た 高 い 重 要 度 を有 す る 可 能 性 の あ る 種 に つ い

て は 、 消 失 す る個 体 数 に 拘 わ らず 、個 体 群 が 存 続 で き な い お そ れ が あ る も の と判 断

し た 。

A ラ ン ク ：分 布 や 個 体 数 が 限 られ 、特 に 保 護 の 必 要 性 が 認 め られ る種 （分 布 ・ 個

体数双 方 が少 ない種や 、局部 的 に分 布す るか或 い は個体数 の極 めて少

ない種 ）。 法的規 制種。

B ラ ン ク ：分 布 が 限 られ る か 、 も し く は 個 体 数 が 少 な い 種 。ま た 、 分 布 や 個 体 数

の双 方 がやや 限 られ る種 。法 的規 制種 。分 布 や 個 体数 情報 が 不 明で あ

り念 の た め保 全 に努 め る必 要 性 の 認 め られ る種

C ラ ン ク ：A ラ ン ク及 び B ラ ン ク に 該 当 しな い そ の 他 の 重 要 な 種

また 、事 業実施 区域 周辺 にお け る分布 状 況 を平成 13・ 14・ 15年 度 の調 査 結果 にお

け る確認 個 体数 か ら計数 し、 改変 区域 内外 で比較 を行 い 、改 変・区域 外 で多 数確認 さ

れ てい る場合 や 、改変 区域 内外 が 同程度 の生 育状況 で改変 区域外 に多数 の 生育 が認

め られ る場 合 につ い て は 、 個 体 群 が 存 続 で き ない お そ れ は 小 さ い と判 断 した 。

な お 、 改 変 区域 内 に 生 育 す る も の で あ っ て も ゴル フ場 内 で 植 樹 した 個 体 に つ い て

は 、庭 園 用 と して 人 為 的 に 持 ち 込 ま れ た こ と を考 慮 し、 事 業 実 施 区 域 周 辺 の 野 生 個

体 群 が 存 続 で き な い お そ れ は 小 さい も の と判 断 した。

イ）粉 じん 等 に よ る 生 育 環 境 の 変 化

施 工 面か らの粉 じん等 が重要 な植 物種 の 生育環境 に及 ぼす 変化 は、「6．2 大気 質」

の 予 測 結 果 を 考 慮 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 予 測 の 基 礎 デ ー タ と して 新 た に 大 気

質の濃 度 を算 出 し、重 要 な種 の光 合成 及 び 呼吸 を妨 げ るお それ につ いて 予測 を行 っ

た。 なお 、粉 じん 等 の予測結果 につ い ては 造成 等 の施 工 に よ る一 時 的な影 響 及 び建

設機 械 の稼 働 の双 方 を考慮 した値 とした。
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